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あてられている｡ しかし Biophysik も生理学という
言葉とならべて使われる場合がある｡例えはアメ1)カで
生理学教育一般によく使われている3つの教科番のうち
の1つに Howel･Fulton･Ruch･Patton の教科香が
あるが,19版 (1965年)からは PhysiologyandBlo-
p】lySicsという題になっており,Ruchがかゥて主任で
あり Patton が硯に主任である生理学教皇の名前は
Dept.ofPhysiologyandBiophyslcs,Unlv.oL
WashingtonSchoolofMedlcineで2つの甘苑が
並列されている｡19版の序文で Ruchは Blophy8lcB
という胃薬で表現されることの意味をつぎのよ5に税明
している｡Biophy8lcsにいろんな同義語や定故の仕方
があり,最も簡単にいって,"thephysicsandplySi･
Catchemistryoftheorganismatallevelsfrom
thesubcelularthroughthecelsandorgans
tothestandpointofcontrolsystems."で,さ
らに,｢Biophysicsの同義語としてPhySkalBiology
や quantitativebiologyがある｡なぜなら域能の研
究は数学的な表現や分析,さらにモデJt,化を恐く必要と
するから{･あるJ,とのべている.生型学を広掛こ解釈
すれば (主として物理学方法{･生体の働きを研究するも
の),Ruck,Pattonのいう BiophyBIcsも含まれ
てしまうので PhysiologyandBioptlySIc8でひっく
るめて ｢生理学｣といってよい｡橋田邦彦の古い文章を
目頭に引用したのもr生理学｣への理解が接着の包解と
非常に似ているからに他ならない｡
生理学は多くの分野にわけることができる｡例えは族
生現学,比蜘 学,一般生理学,感覚生理学など｡い
ずれの分野でも Organism の働きを形態学的構造上物
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